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１．背景および目的
　侵略的外来植物の管理は河川整備上重要な課題
である．九州北部の河川ではセイタカアワダチソ
ウ（Solidago altissima）の過剰繁茂が著しい．外
来植物対策を効果的に進めるためには，対象種の
生態的特性を考慮した管理戦略が必要である．さ
らに河道形状の設計に応用するためには，河川地
形の形状や河川の水位変動と関連付けて，外来植
物の生息を制限する物理的要因を明確にする必要
がある．本研究で対象とする松浦川中流域の氾濫
原湿地アザメの瀬では，セイタカアワダチソウの
過剰繁茂が見られる一方で，水面から一定の比高
以下では，全く分布が確認されない．当該地には
河川本流からの洪水流が年に複数回流入し頻繁に
水位変動することから，このような植生分布には，
冠水頻度や比高に対応する諸物理環境条件が影響
していると推測される．本研究では当該湿地にお
けるセイタカアワダチソウの分布状況と，諸物理
環境条件の関係を明らかにし，本種の生息を抑制
する物理的要因を明らかにする．
２．既往研究
　 本 論 で 対 象 と す る セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ
（Solidago altissima）は，北アメリカ原産の多年生
草本で，1897年頃に観賞用や密源植物として輸入
され，1940年代以降に急激に広がったとされる1）．
現在は，日本各地に定着が見られ，河川では堤防
上，高水敷，氾濫原に繁茂が見られる．高さ３m
程度まで成長する大型の多年生草本で，侵略性も
高いため，絶滅危惧種を含む在来植物との競合・
駆逐が懸念されている．そのため，日本における
侵略的外来種ワースト100にも選定されている2）．
　セイタカアワダチソウの駆除を目的とした研究
は，これまでに多数実施されている．セイタカア
ワダチソウの生態的特徴からのアプローチとして，
冠水条件下では発芽しないこと3）や，土壌水分量・
pH・肥料要素・受光量によってその成長量が影
響を受けること4）などが報告されている．また，
地上部の本種の茎の刈り取りによって，ある程度
駆除効果が得られることが報告されている 5）,6）．
物理的環境条件とセイタカアワダチソウの繁茂状
況の関係については，生息場所の比高（平常時
水位からの地盤高さ）が影響していること 6）,7）や，
冠水頻度・冠水日数・洪水時流速が影響している
こと 7）などが報告されている．しかし，いずれ
の報告においても，セイタカアワダチソウの繁茂
状況と繁茂を制限する物理的環境条件の関係につ
いて定量的に示されていない．そのため，既往研
究の成果は，河道あるいは氾濫原の設計に反映す
るのに十分であるとはいいがたい．
３．調査地の概要
　本研究の対象地は，国土交通省の自然再生事
業により整備された氾濫原湿地アザメの瀬であ
る．松浦川河口から縦断距離15.8km 地点に位置
し，延長約1000m，幅約400m で面積約6.０ha を
有している（図 -１）．アザメの瀬は，大小複数
の池，河川本流と接続しているクリーク，棚田状
の水田，およびそれらの周りの湿地によって構成
されている（図 -２）．アザメの瀬では，洪水時
には下流側から氾濫水が流入し，アザメの瀬全体
が年に複数回冠水する．そのため，アザメの瀬内
でも標高に応じて冠水頻度が大きく異なっている
という特徴を有する．アザメの瀬では，標高に応
じて，優占する植生が明瞭に異なっている様子が
確認されている．
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４．研究方法
4.1　植生調査
　調査は，アザメの瀬の中でも特にセイタカアワ
ダチソウの繁茂が著しく，鉛直方向に標高の変化
がある西向きの斜面を対象に実施した．調査対象
範囲は，斜面沿い方向約200m，斜面の鉛直方向
約 30m の領域とし，その中に鉛直方向にトラン
セクトを約30m 間隔で 7 本設けた（図 -２）．なお，
7 本のトランセクト区を北側から順に A，B，C，D，
E，F，G と呼ぶこととする．さらに，各トラン
セクト内を鉛直高さ方向に１m 間隔で区切り（図
-３），90cm×90cm のコドラートを用いて，コド
ラート内のセイタカアワダチソウの地上茎本数お
よびコドラート内で優占している植物種を各標高
で記録した．また，植物草本に照射する日光を遮
る効果のある高木（樹高が２m以上の木本とした）
の有無についても記録した．植生調査は，2011
年 5 月・７月・10月および2012年 1 月に実施した．
4.2　物理環境調査
　セイタカアワダチソウの繁茂状況と水位変動の
関係を明らかにするために，水位の連続観測を実
施した．観測間隔は30分とし，2011年 2 月から
2012年 1 月にかけて観測を行った．計測には設置
型水位データロガー（Hobo 社製）を用いた．冠
水頻度は，水位観測結果をもとに，植生調査を実
施した各標高（TP２.5，TP３.０，TP４.０，TP5.０, 
TP6.０，TP7.０）において，水位がそれぞれの標
高を超えた回数をカウントし算出した．冠水日数
は，水位観測結果をもとに，水位が各地点の標高
を超えている時間数を算出し，その合計時間数を
24時間で除することにより求めた．なお，平常時
の湿地水位は概ね TP２.３m である .
５．研究結果
5.1　植生調査
　セイタカアワダチソウの地上茎本数調査結果を
表 -１に示す．なお，背景が灰色のセルはその地
点に高木が確認されたことを示す．また，表 -１
での通年の結果を標高別に整理し，平均したもの
を図 -４に示す．以上の結果より，セイタカアワ
ダチソウの出現の有無は，地点の標高によって明
瞭に区分されていることが確認された．すなわち
TP２.5m や TP３.０m 地点では，ミゾソバやキシュ
ウスズメノヒエ等の湿地性草本が優占しており，
年間を通じてセイタカアワダチソウはほとんど確
認されなかった．一方，TP４.０m 以上に位置する
図 -１　研究対象地の位置
図 -２　アザメの瀬概略平面図
表 -１　セイタカアワダチソウの地上茎本数調査結果
図 -３　トランセクト区の横断イメージ
各標高のセイタカアワダチソウ地上茎確認本数（本 / コドラート）
調査月 調査地点 TP 7.0 TP 6.0 TP 5.0 TP 4.0 TP 3.0 TP 2.5
5 月調査
トランセクトA 55 45 68 30 0 0
トランセクトＢ 46 8 53 1 0 0
トランセクトC 63 45 39 8 0 0
トランセクトD 49 53 61 55 0 0
トランセクトE 55 54 58 43 0 0
トランセクトF 18 67 60 37 0 0
トランセクトG 47 43 35 49 0 0
7 月調査
トランセクトA 58 72 48 25 0 0
トランセクトＢ 38 9 30 3 0 0
トランセクトC 52 45 48 8 0 0
トランセクトD 52 57 52 42 0 0
トランセクトE 53 49 49 56 0 0
トランセクトF 15 62 59 55 0 0
トランセクトG 62 48 53 62 3 0
10月調査
トランセクトA 62 65 42 24 0 0
トランセクトＢ 40 8 19 7 0 0
トランセクトC 51 38 47 8 0 0
トランセクトD 52 46 47 52 0 0
トランセクトE 56 61 41 58 0 0
トランセクトF 16 34 75 50 0 0
トランセクトG 72 48 63 61 7 0
1 月調査
トランセクトA 60 35 28 20 0 0
トランセクトＢ 17 3 13 3 0 0
トランセクトC 32 22 8 0 0 0
トランセクトD 37 15 18 5 0 0
トランセクトE 38 29 23 28 0 0
トランセクトF 3 20 38 29 0 0
トランセクトG 38 24 47 43 0 0
通年平均 44.2 39.5 43.6 30.8 0.4 0.0
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調査地点ではセイタカアワダチソウが優先するこ
とが確認された（図 -５）．その個体数は多い地
点では60本 / コドラート（75本 /㎡）を超えていた．
なお，高木が確認された地点では同じ標高の他の
地点に比べて繁茂するセイタカアワダチソウの地
上茎本数は少ない傾向にあった．
5.2　物理環境調査
　水位観測結果を図 -6に示す．水位観測結果と
各植生調査地点の標高の関係から冠水頻度および
冠水日数を計算した結果，冠水頻度（冠水日数）
は TP7.０m 地点で 3 回（０.6日），TP6.０m 地点
で 5 回（１.４日），TP5.０m 地点で 7 回（２.8日），
TP４.０m 地点で 9 回（6.１日），TP３.０m 地点で
21回（２０.１日），TP２.5m 地点で27回（１０6.０日）
であった（表 -２）．
6．考察
　本章では，5 章で得られた植生調査及び物理環
境調査の結果を照合することにより，セイタカア
ワダチソウの繁茂を抑制に必要な物理的な要因に
ついて考察を行う．
6.1　セイタカアワダチソウの繁茂と冠水頻度お
よび冠水日数の関係
　図 -7にセイタカアワダチソウの地上茎本数と
冠水頻度の関係を，図 -8にセイタカアワダチソ
ウの地上茎本数と冠水日数の関係をそれぞれ示す．
図 -7・図 -8より，冠水頻度が20回 / 年以上（冠
水日数20日 / 年）である TP３.０m より標高の低
い地点では，セイタカアワダチソウの繁茂がほと
んど確認されていないことが分かる．すなわち，
冠水頻度が20回以上となるように地盤高を設定す
れば，セイタカアワダチソウの繁茂を抑制するこ
とが可能であると思われる．一方冠水頻度が10回
/ 年以下（冠水日数10日 / 年）である TP４.０m 以
図 -４　セイタカアワダチソウの標高別地上茎本数
（平均± SE）
図 -５　10月調査時の調査区写真（左：TP3.0m/ 優占
種ミゾソバ，右：TP7.0m/ 優占種セイタカアワダチソウ）
標高によってセイタカアワダチソウの繁茂状況は大きく
異なる
図 -６　水位観測結果
表 -２　標高別の冠水頻度および冠水日数
地点標高 冠水頻度 冠水時間数 冠水日数
TP 7.０ 3 １４.5 ０.6
TP 6.０ 5 ３３.０ １.４
TP 5.０ 7 66.5 ２.8
TP ４.０ 9 １４7.5 6.１
TP ３.０ 21 ４8３.5 ２０.１
TP ２.5 27 ２5４４.０ １０6.０
図 -7　標高別セイタカアワダチソウの地上茎本数と
冠水頻度の関係
図 -8　標高別セイタカアワダチソウの地上茎本数と
冠水日数の関係
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上の地点では著しいセイタカアワダチソウの繁茂
が認められた．セイタカアワダチソウの種子は風
散布のみならず，流水によっても散布されること
が確認されている8）．そのため，少ない頻度の冠
水では，かえってセイタカアワダチソウの繁茂を
助長する可能性がある．これは，日本各地の河川
敷で爆発的にセイタカアワダチソウの繁茂が促進
された一因でもあると思われる．本研究の対象地
アザメの瀬において，セイタカアワダチソウの過
剰繁茂を抑制するためには，冠水頻度を20回 / 年
程度まで上昇させるような整備が有効と思われる．
一方，冠水頻度が少ない場所における対応策とし
ては，河岸の形状を工夫し，一度氾濫した水を出
来る限りその場所にとどめることにより，冠水日
数や土壌水分量を高く保持することなどが考えら
れる．具体的には，図 -9のように，冠水頻度が
少ない場所にすり鉢状の凹地を造成し，冠水日数
を多くすることなどが対策としてあげられる．と
ころで，今回の調査区間の土壌は，主に埴壌土程
度（粘土を15 ～ 25% 含有）であった．一般に土
壌の土性（即ち粒度分布）が異なれば，植生の繁
茂状況も異なってくることから，本研究の結果を
他河川などの事例に応用する場合は，土性が比較
的近い特徴を有する場所を選ぶ必要がある．
6.2　高木によるセイタカアワダチソウ繁茂抑制
効果
　冠水頻度や冠水日数に関係なく，高木（オオタ
チヤナギ）の植生がある地点には，セイタカア
ワダチソウの過剰繁茂は確認されなかった（図
-10）．また，TP４.０ ～ TP7.０m の標高に位置す
る調査地点のうち，高木がある地点における平均
地上茎本数は8.３（本 / コドラート）であり，高
木がない地点で確認された平均地上茎本数４４.8
（本 / コドラート）に比べて著しく少ない．これ
は高木により，日射量が遮蔽されたためと推測さ
れる．そのため，オオタチヤナギ等の高木の繁茂
はセイタカアワダチソウの過剰繁茂抑制に有効で
あると思われる．
7．結論
　本論は，氾濫原湿地におけるセイタカアワダチ
ソウの生息を抑制する物理的要因を明らかにする
ことを目的として，本種の定量的な繁茂状況と冠
水頻度・冠水日数の関係を明らかにすることを試
みた．得られた知見は以下のとおりである．
① 平水位からの比高が約１.5m より高い地点では
セイタカアワダチソウの過剰繁茂が認められた．
その地点の冠水頻度は10回 / 年以下，冠水日数
は10日以下であった．
② 平水位からの比高が約０.5m 以下の地点ではセ
イタカアワダチソウの繁茂はほとんど確認され
なかった．その地点の冠水頻度は20回 / 年以上，
冠水日数は20日 / 年以上であった．
③ オオタチヤナギ等高木の存在する地点では，冠
水頻度が低くてもセイタカアワダチソウの過剰
繁茂は認められなかった．
④ セイタカアワダチソウの過剰繁茂を抑制する方
法としては，冠水頻度を20回 / 年程度まで上昇
させること，氾濫水を一定期間貯留できるよう
な地形の造成により冠水日数を20日 / 年程度に
増やすこと，日光を遮蔽する高木の植樹等が有
効であることが示唆された．
※本論は，既報（林ほか 20129））に掲載済みの内
容について加筆修正を加え，作成したものである．
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